
● 現代の食生活や生活環境を考 えて つく られた胃腸薬 で、 食べす ぎ、 
飲みす ぎ、 胃部膨満感などにす ぐれた効果をあらわ しま す。 

● 2種の消化酵素 が、 胃もたれの原因となりやすい脂肪をはじ め、 
でんぷん、たん白質の消化を促進します 。 

● 胃酸の強さに応じて制酸剤の効果が調節されるので、胃の酸の 
多い少ないを気にせず服用できます 。 

● 荒れた胃の粘膜を保護・修復します 。 
● 芳香のある灰かっ色の服用しやすい錠剤です 。 

特　徴 

使用に際 して 、 こ の説明文書を 必ず読 むこ と。 また 、 必要な時に読 める よう 大切に保管す るこ と。 

胃　腸　薬 

（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなる ） 
1.次の人は服用しないこと 
透析療法を受けている人 。 

2.本剤を服用している間は、次の医薬品を服用しないこと 
胃腸鎮痛鎮痙薬 

3.授乳中の人は本剤を服用 しない か、本剤を服用す る場合は授乳 を避けること 
（母乳に移行して乳児の脈が速くなることがある 。 ） 
4.長期連用しないこと 

1.次の人は服用前に医師または薬剤師に相談すること 
（1） 医師の治療を受けている人 。 
（2） 妊婦または妊娠していると思われる人 。 
（3） 高齢者 。 
（4） 本人または家族がアレルギー体質の人 。 
（5） 薬によりアレルギー症状を起こしたことがある人 。 
（6） 次の症状のある人 。 

排尿困難 
（7） 次の診断を受けた人 。 

腎臓病、心臓病、緑内障 
（8） 副交感神経遮断 剤 （ベ ラド ンナ総 アル カロ イド 、 ヨウ 化イ ソプ ロパ ミド 、 ロー トエ キス 

等） を含有する内服薬を服用している人 。 
2.次の場合は 、直 ち に服用を中止 し、 こ の文書を持っ て医師または薬剤師に相談 
する こと 
（1） 服用後、次の症状があらわれた場合 

（2） 2週間位服用しても症状がよくならない場合 
3.次の症状があらわれることがあるので、このような症状の継続または増強が 
見られた場合には、服用を中止し、医師または薬剤師に相談すること 
口の渇き、便秘、下痢 

母乳が出にくくなることがある 。 

使用上の注意 

相談すること 

その他の注意 

症　　　　　　　状 関係部位 
発疹・発赤、かゆみ 皮　ふ 

してはいけないこと 

（裏面へ続く ） 

● 食べす ぎ、 飲みす ぎ、 消化不 良、 消化不良による胃 部・ 腹部膨満 感、 消化促 進、 食欲不振 
● 胸や け、 げっ ぷ、 胃痛 、 胃酸過 多、 胸つ かえ 、は きけ （むかつ き、 胃のむか つき 、 二日酔・ 
悪酔のむかつき、嘔気、悪心 ） 、嘔 吐 

● 胃部膨満感、胃もたれ、胃重、胃部不快感 

効　能 

第２類医薬品 






